
フラッグシップ輸出産地の概要

ＪＡ食肉かごしま輸出コンソーシアム（代表取締役社長 北村裕司）

主な輸出先国 台湾、米国等（2023年） 輸出実績 450t（2023年）

対象となる
地域

鹿児島県南九州市・指宿市・南さつま市・日置市・枕崎市・いちき串木野市・鹿児島市・薩摩川内市・
出水市・阿久根市・出水郡長島町・薩摩郡さつま町・伊佐市・姶良市・霧島市・姶良郡湧水町・曽於
市・鹿屋市・垂水市・肝属郡錦江町・肝付町・東串良町・南大隅町・志布志市・曽於郡大崎町・西之表
市・熊毛郡屋久島町・大島郡徳之島町

輸出産地の概況

輸出に向けた規制・ニーズに対応した生産・流通の取組

・米国への牛肉輸出認定要綱におけるSTEC検査実施や台湾にお
ける生後30か月齢未満牛選定などの規制に対応。

・輸出先からの賞味期限延長要請に応じた日数を設定している。

★全国和牛能力共進会成績における「鹿児島黒牛日本一」を前
面に打ち出しＰＲ展開中。

アピールポイント

輸出
品目

畜産物
（牛肉）

お問合せ先 （TEL） 099-258-5658 担当：竹下HPリンク https://j-syoku.karen-ja.or.jp/

・ＪＡ鹿児島県経済連の牛登録農家から出荷された肉牛を輸出
候補牛として取り扱う。（220登録農家が出荷実績あり）

・ＪＡ鹿児島県経済連・ＪＡ全農ミ－トフ－ズ㈱・ＪＡ全農イ
ンタ－ナショナル㈱・ＪＡ食肉かごしまで構成。
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